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■
行
財
政原

発
事
故
の
汚
染
水
の
海
洋

放
出
に
本
市
も
反
対
の
声
を

山や
ま
だ田　
裕ゆ
た
か

■■Ｑ　
東
日
本
大
震
災
、
原
発
事
故
、
台

風
被
害
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
四
重
苦
に
加
え
、
原
発
事
故
の

汚
染
水
の
海
洋
放
出
は
、
市
民
へ
苦
難
を

押
し
つ
け
る
五
重
苦
と
な
る
た
め
、
汚
染

水
の
海
洋
放
出
に
本
市
も
反
対
の
声
を
上

げ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

■■Ａ　
保
管
が
長
期
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

福
島
だ
け
が
リ
ス
ク
が
増
え
て
い
く

構
図
は
、
避
け
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
考

え
る
。
四
重
苦
に
加

え
、
長
期
保
管
に
よ

る
五
重
苦
を
避
け
る

た
め
に
は
、
福
島
県

外
で
の
海
洋
放
出
が

現
実
的
で
あ
る
。

電
子
回
覧
板
の
実
証
実
験

根ね
も
と本　

雅ま
さ
あ
き昭

■■Ｑ　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
で
閲
覧
で
き
る
電
子
回
覧
板
の

導
入
に
向
け
、
ま
ず
は
地
区
を
限
定
し
た

実
証
実
験
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

■■Ａ　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
町
内
会
運
営

は
、
情
報
伝
達
な
ど
に
非
常
に
有
効

で
あ
り
、
今
後
導
入
し
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
関
心
を
持

つ
町
内
会
に
対
し
、
機
器
の
普
及
状
況
な

ど
を
確
認
し
な
が
ら
、
電
子
回
覧
板
の
機

能
、
見
守
り
活
動
で
の
活
用
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
を
持
た
な
い
市
民
へ
の
対
応
な
ど
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
電
子
町
内
会
の
運
営
に

つ
い
て
検
討
し
、
今
年

度
内
に
対
象
と
す
る
町

内
会
を
募
集
決
定
し
、

モ
デ
ル
事
業
を
立
ち
上

げ
た
い
。

市
旅
館
ホ
テ
ル
協
同
組
合

と
の
協
定
締
結

羽は
ね
だ田　
房ふ
さ
お男

■■Ｑ　
避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
一
環
と
し
て

市
旅
館
ホ
テ
ル
協
同
組
合
と
協
定
を
締
結

し
た
が
、
締
結
ま
で
の
経
過
と
協
定
締
結

の
内
容
は
。

■■Ａ　
妊
産
婦
な
ど
特
に
配
慮
が
必
要
な

方
が
、
災
害
時
に
速
や
か
に
避
難
で

き
る
よ
う
市
旅
館
ホ
テ
ル
協
同
組
合
な
ど

と
受
け
入
れ
方
法
の
協
議
を
重
ね
、
８
月

31
日
に
協
定
を
締
結
し
た
。
協
定
の
主
な

内
容
と
し
て
、
宿
泊
・
食
事
の
提
供
や
避

難
者
の
受
け
入
れ
状
況
の
報
告
の
協
力
、

受
け
入
れ
対
象
者
を
妊
娠
28
週
目
以
降
お

よ
び
産
後
２
カ
月
ま
で
の
妊
産
婦
、
医
療

的
ケ
ア
児
と
そ
の
家
族
と
す
る
こ
と
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
避
難
を
た
め
ら

わ
れ
た
方
が
ち
ゅ

う
ち
ょ
な
く
避
難

し
て
い
た
だ
け
る

と
考
え
る
。市

民
に
わ
か
り
や
す
い

災
害
対
応
の
表
現
を

小お
ぐ
ま熊　

省し
ょ
う
ぞ
う三

■■Ｑ　
第
６
次
福
島
市
総
合
計
画
素
案
の

案
の
危
機
管
理
・
防
災
減
災
体
制
の

充
実
の
項
目
中
「
被
災
し
た
場
合
で
も
迅

速
に
回
復
で
き
る
し
な
や
か
さ
を
も
っ
て
」

の
表
現
は
、
市
民
に
わ
か
り
に
く
く
、
災

害
時
の
表
現
と
し
て
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
は
。

■■Ａ　
災
害
対
策
に
は
、
強
さ
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
迅
速
に
回
復
で
き
る
し

な
や
か
さ
、
状
況
に
応
じ
柔
軟
に
対
応
し
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
し
な
や
か
さ
が

求
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
し
な
や
か

さ
と
い
う
言
葉
は

災
害
対
応
の
重
要

な
キ
ー
ワ
ー
ド
で

あ
る
と
考
え
る
。

■
く
ら
し
・
安
全

女
性
視
点
で
の

防
災
・
減
災
の
取
り
組
み

佐さ
は
ら原　
真ま

き紀

■■Ｑ　
男
女
共
同
参
画
社
会
に
お
け
る
災

害
対
応
強
化
の
た
め
の
女
性
視
点
で

の
防
災
・
減
災
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

■■Ａ　
防
災
分
野
に
お
け
る
女
性
参
画
促

進
の
た
め
、
防
災
会
議
委
員
を
構
成

す
る
機
関
や
団
体
な
ど
に
対
し
、
女
性
の

参
画
を
促
す
よ
う
努
め
て
お
り
、
構
成
割

合
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
ま
た
、
機
能
別
団
員
と
し
て
女
子
学
生

の
消
防
団
員
が
入
団
予
定
で
あ
る
と
と
も

に
、
市
の
人
事
で
も
防
災
分
野
に
お
け
る

女
性
職
員
の
配
置
や
女
性
消
防
士
を
採
用

し
、
女
性
の
視
点
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
努

め
て
い
る
。
地
区
防
災
訓
練
や
防
災
講
話

へ
の
女
性
の
参
加
者
も
多
く
、
男
女
共
同

参
画
の
視
点
に

立
っ
た
市
民
全
体

の
防
災
意
識
の
向

上
に
向
け
た
事
業

の
実
施
に
努
め
る
。

摺
上
川
ダ
ム
管
理
所
と
の

情
報
交
換
な
ど

白し
ら
か
わ川　

敏と
し
あ
き明

■■Ｑ　
大
雨
の
際
、
摺
上
川
ダ
ム
管
理
所

と
の
情
報
交
換
な
ど
は
行
わ
れ
て
い

る
の
か
。

�
一
般
質
問
Ｑ
＆
Ａ

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一般質問とは？
　議員が、市民
の皆さんの生活
にかかわる身近
な市政の課題に
対して質問を行
います。
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■■Ａ　
ダ
ム
へ
の
流
入
量
が
毎
秒
１
０
０

立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
た
時
点
か
ら
、
ダ
ム
へ
の
流
入
量
、

下
流
へ
の
放
流
量
、
貯
水
容
量
の
状
況
、

水
位
予
想
を
定
期
的
に
連
絡
を
取
り
合
う

体
制
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
ダ
ム
下
流
河
川

に
て
、
は
ん
ら
ん
な
ど
重
大

な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
場
合

な
ど
に
は
、
市
長
と
ダ
ム
管

理
所
長
が
直
接
連
絡
を
取
り

合
う
体
制
と
し
て
い
る
。

■
産
業
・
経
済

特
定
流
通
業
務
施
設
の

立
地
可
能
エ
リ
ア
の
拡
大

鈴す
ず
き木　

正ま
さ
み実

■■Ｑ　
特
定
流
通
業
務
施
設（
注
１
）の
立
地

可
能
エ
リ
ア
拡
大
の
概
要
と
意
義
は
。

■■Ａ　
新
た
な
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
に
伴
い
、
本
市
の
広
域
物
流
拠

点
と
し
て
の
優
位
性
が
大
幅
に
向
上
し
、

福
島
お
お
ざ
そ
う
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
用

地
も
残
り
わ
ず
か
と
な
っ
た
た
め
、
特
定

流
通
業
務
施
設
が
市
街
化
調
整
区
域
内
の

民
有
地
に
も
立
地
可
能
と
な
る
よ
う
、
開

発
許
可
基
準
の
適
用
範
囲
を
拡
大
し
た
。

　
立
地
可
能
と
な
る
事
業
用
地
は
、
福
島

飯
坂
お
よ
び
福
島
西

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

出
入
口
ゲ
ー
ト
、
福

島
大
笹
生
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
出
口
を
中

心
に
半
径
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
お
よ

び
指
定
路
線
に
接
道
す
る
事
業
用
地
と
し

た
。

福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
ー
ス
ト
構
想
と
の
連
携

丹た
ん
じ治　
誠ま
こ
と

■■Ｑ　
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス

ト
構
想
と
の
連
携
で
は
、
ど
の
よ
う

な
産
業
の
集
積
や
研
究
開
発
拠
点
な
ど
の

整
備
が
見
込
ま
れ
る
の
か
。

■■Ａ　
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス

ト
構
想
で
は
、
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス

ト
フ
ィ
ー
ル
ド
な
ど
を
実
証
研
究
拠
点
と

し
、
宇
宙
航
空
や
医
療
、
農
林
業
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究
開
発
の
推
進
が
主

に
浜
通
り
地
方
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
本

市
は
、
そ
の
玄
関
口
と
し
て
、
高
速
交
通

網
の
利
便
性
の
高
さ
と
県
立
医
科
大
学
や

福
島
大
学
な
ど
高
等
研
究
機
関
な
ど
の
集

積
を
生
か
し
、
そ

の
取
り
組
み
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
と
と

も
に
、
関
連
企
業

の
誘
致
や
先
端
産

業
の
集
積
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を

進
め
る
。

■
福
祉
・
健
康

医
療
機
関
な
ど
の
現
状

理
解
と
今
後
の
取
り
組
み

小こ
ま
つ松　
良よ
し
ゆ
き行

■■Ｑ　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
に
苦
慮
す
る
医
療
機
関
や
福
祉
施

設
の
現
状
理
解
と
財
政
支
援
施
策
な
ど
の

今
後
の
取
り
組
み
は
。

■■Ａ　
患
者
や
利
用
者
の
減
少
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
病
床
確
保

な
ど
に
苦
慮
さ
れ
、
従
事
者
不
足
や
感
染

リ
ス
ク
、
施
設
内
感
染
予
防
の
徹
底
の
た

め
の
精
神
的
負
担
に
加
え
、
感
染
防
止
対

策
業
務
な
ど
に
よ
る
肉
体
的
負
担
も
大
き

く
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
市
独
自
の
緊
急
支
援
策
に
加
え
、
市
民

の
皆
様
や
企
業
の
協
力
に
よ
り
、
医
療
用

資
材
を
提
供
す
る
な
ど
継

続
的
な
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
感
染
状
況
や

実
態
を
踏
ま
え
、
適
切
な

支
援
に
努
め
る
。

医
療
従
事
者
な
ど
へ
の

定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施

村む
ら
や
ま山　

国く
に
こ子

■■Ｑ　
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
医
療
・
介

護
・
教
育
・
保
育
・
学
童
関
係
従
事

者
の
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施
に
つ
い

て
の
見
解
は
。

■■Ａ　
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
濃

厚
接
触
者
以
外
に
も
必
要
に
応
じ
幅

広
く
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。
ク
ラ
ス

タ
ー
や
家
族
内
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
症
状

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
対
象
を
拡
大
、
さ
ら

に
予
防
的
な
観
点
か
ら
、
福
祉
施
設
従
事

者
を
対
象
に
、
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
地

域
の
方
と
の
接
触
が
あ
っ
た
な
ど
の
相
談

や
必
要
に
応
じ
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
を
実

施
し
た
。
今
後
も
、
感
染
者
を
早
期
に
探

知
し
、
ク
ラ
ス
タ
ー
や
重

症
化
を
防
ぐ
た
め
、
医
療

や
介
護
従
事
者
に
対
し
、

必
要
に
応
じ
て
検
査
を
実

施
す
る
。 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
増
加
に

備
え
た
医
療
体
制
の
確
立

高た
か
ぎ木　

直な
お
と人

■■Ｑ　
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
の
増
加
に
備
え
、
簡
易
検
査
の

導
入
な
ど
に
よ
り
、
感
染
が
疑
わ
れ
る
方

が
一
般
の
病
院
で
す
ぐ
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
な
医
療
体
制
の
確
立
が

必
要
で
は
。

■■Ａ　
国
が
示
し
た
次
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
流
行
に
備
え
た
体
制
整
備
の
方
針

を
踏
ま
え
、
医
療
機
関
な
ど
と
の
協
議
に

よ
り
、
か
か
り
つ
け
医
で
感
染
予
防
策
を

講
じ
た
上
で
、
発
熱
患
者
を
診
療
す
る
体

制
を
取
っ
て
き
た
。
今
後
も
、
か
か
り
つ

け
医
の
あ
る
方
は
、
医
療
機
関
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
抗
原
検
査
も
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
検
査
と
処
方
を
同
時
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
か
か
り
つ
け
医

の
な
い
方
は
、
発
熱
外
来
に
て
同
時
に
検

査
と
処
方
が
で
き
る
機
能
と
し
て
お
り
、

今
後
、
１
か
ら
２
カ

所
増
設
し
、
医
療
体

制
の
強
化
を
図
る
。

（注１）特定流通業務施設：�立地や設備などについて物流総合効率化法に定められた一定の要件を満たす流通業務施設（トラック
ターミナル、卸売市場、倉庫または上屋）のこと。
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市
民
の
優
し
さ
が
集
う

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
づ
く
り

二に
か
い
ど
う

階
堂　
利り

え枝

■■Ｑ　
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

で
制
作
し
た
製
品
を
展
示
販
売
す
る

な
ど
、
施
設
の
特
性
を
鑑
み
た
売
店
な
ど

を
設
置
し
て
は
。

■■Ａ　
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、

施
設
の
設
置
趣
旨

で
も
あ
る
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
寄
与
す
る

た
め
の
販
売
需
要
な
ど

が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

■
ま
ち
づ
く
り

街
な
か
の
求
心
力
を
維
持

斎さ
い
と
う藤　
正ま
さ
お
み臣

■■Ｑ　
再
開
発
事
業
工
事
期
間
中
、
福
島

駅
前
通
り
を
定
期
的
に
歩
行
者
天
国

に
し
、
街
な
か
の
求
心
力
を
維
持
す
る
こ

と
が
必
要
で
は
。 

■■Ａ　
福
島
駅
前
通
り
を
定
期
的
に
歩
行

者
天
国
に
す
る
こ
と
は
、
普
段
の
に

ぎ
わ
い
創
出
に
も
有
効

な
方
策
で
あ
り
、
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
や
周
辺
店

舗
の
セ
ー
ル
ス
が
し
や

す
く
な
り
、
名
物
化
す

る
イ
ベ
ン
ト
も
出
て
く

る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
様
が
出
か
け
や
す
い

面
も
出
て
く
る
た
め
、
今
後
、
関
係
機
関

や
地
元
商
工
団
体
な
ど
と
の
協
議
に
よ
り
、

定
期
的
な
歩
行
者
天
国
の
具
体
的
な
企
画

の
検
討
を
進
め
る
。

■
教
育
・
文
化

図
書
館
本
館
の
立
地
選
定
と

に
ぎ
わ
い
創
出
の
視
点

川か
わ
ま
た又　
康や
す
ひ
こ彦

■■Ｑ　
図
書
館
本
館
の
立
地
選
定
の
際
に

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
駅
前
の
に
ぎ

わ
い
創
出
の
視
点
が
最
も
重
要
で
は
。 

■■Ａ　
図
書
館
本
館
は
、
年
間
約
10
万
人

の
利
用
者
が
見
込
ま
れ
る
シ
ン
ボ

リ
ッ
ク
な
施
設
で
あ
り
、
一
定
規
模
の
に

ぎ
わ
い
創
出
が
期
待
で
き
る
。

　
ま
た
、
近
年
、
単
な
る
図
書
の
閲
覧
や

貸
し
出
し
だ
け
で
な
く
、
に
ぎ
わ
い
交
流

の
場
や
生
涯
の
学
び
を
支
え
る
場
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
役
割
や
機
能
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
今
後
、
新
し
い
図
書
館
の
整
備
用
地
選

定
に
あ
た
り
、
本
市
の
特
徴
的
な
図
書

サ
ー
ビ
ス
網
な
ど
基
本
的
な
本
館
機
能
が

十
分
発
揮
で
き
る
こ
と
に
加
え
、
望
ま
し

い
立
地
条
件
を
十

分
に
考
慮
し
、
中

心
市
街
地
に
お
け

る
に
ぎ
わ
い
創
出

の
役
割
も
視
点
に

含
め
検
討
す
る
。

市政概要を市議会
ホームページに掲載中！

　議会事務局では、議員の議会活
動に資するため、福島市の市政全般
にわたる情報をまとめた「市政概要」
を毎年作成しています。
　福島市の沿革や市域の変遷、子
育て推進事業から水道事業まで市
民の皆様の生活に関わるさまざまな
事業の取り組みや実績などを体系
的に掲載しています。
　市民の皆様に市政の現状をご理
解いただくため、市議会ホームペー
ジに掲載していますので、ぜひご覧
ください。

QRコードから
ご覧ください。

議会報告会（第一部）・意見交換会
（第二部）を開催します！

★事前申し込み不要
★ご都合のよい会場へ
　ぜひお気軽にご参加ください。

○開催日時・会場　表紙をご覧ください。
○報告内容 
　�令和元年12月から令和２年９月まで
に開催された定例会議、緊急会議
○意見交換会　テーマは設けません。
○�新型コロナウイルス感染症対策として
必ずマスクを着用願います。
　�未着用の方は、申し訳ございませんが、
入場をご遠慮いただきます。
○�新型コロナウイルス感染症の状況に
より、中止になる場合があります。

○�詳しくは福島市議会ホームページを
ご覧いただくか、福島市議会事務局
へお問合せください。


